
かつてトーマス・エジソンは、「失敗は発明の母である」と言いました。
それはその通りですが、よく考えるとその前に何かに挑戦しようと思わなければ、そもそも失敗も
成功もできません。ですので失敗よりも大切なことは、何かにチャレンジする精神、科学の言葉で言
えば「強い探究心」となります。これは失敗をも支えるという意味では「発明の母のお母さん」、つ
まりおばあちゃんとなります。「探究心は発明の祖母である」という格言が、とても流行るとは思え
ませんが、わからないことを解明してやろう、これまでにないものをつくってやろうという気持ちが、
科学の根源になっていることは間違いないでしょう。実際に私たち研究者はその「探究心」をモチベー
ションに日々研究に励んでいます。

分子生物学に限らず科学を学ぶのであれば、自然現象を観察し不思議に思う感性を磨くことが大切
です。探究心を鍛えるのです。例えば秋にイチョウの葉っぱが落ちるのはなぜか？ と枯れ葉を掃除
しながら考えます。もしかしたら科学者の卵は、これは冬に雪が積もって枝が折れるのを防ぐように
進化した、生物学的に表現するならば「そのような形質を持つものが選択されて生き残った」と仮説
を立てるかもしれません。それで実際に探求してみると、確かに雪が降るような寒い地域の木は落葉
樹が圧倒的に多いことがわかります。なるほどと進化の重みを感じられれば、研究者になる素質は十
分です。理由がわかれば、逆に集めた枯れ葉の重みは多少軽く感じられるようになるのかもしれませ
ん。自然を知り畏敬の念を抱けば探究心というパワーが得られて、世界が明るく見えてきます。

人類700万年の進化の間、ヒトはずっとこのような「探求」を楽しみながら生きてきたのかもしれ
ません。その結果多くの発見がなされ、役に立つものも立たないものも作り上げ、最終的にヒトより
も賢いAIまで誕生させてしまいました。もう人に残された探求の対象は「宇宙」くらいしか残って
いないようにも思えます。しかし実際には、そんなことはありません。技術力の進歩により今まで見
えなかった様々な現象や「もの」も見えるようになり、探求対象は逆に増えています。例えばクライ
オ電子顕微鏡によるタンパク質の構造解析やスーパーコンピュータとAIによるシミレーションなどは、
生命科学に革命的な進歩をもたらしています。誰でも簡単にというまではいきませんが、大学院生が
十分に活用可能なレベルです。

本書では、執筆者が自身の研究のモチベーションを支えてきた「疑問」を、これから分子生物学を
学ぶ若い方と「ドリル」という形で共有しております。現役研究者たちの「疑問」は、分子生物学の
過去・現在・未来が映し出される宝の山です。共感し、納得し、その疑問を自らの手で解き直すこと
で、プロ級（？）の知識が身につくことでしょう。特に発展問題とその解答にはそれぞれの研究者の「こ
だわり」と「思い」が込められています。研究者が挑んできた研究の面白さ、奥深さを感じていただ
ければ、執筆者一同嬉しい限りです。
興味をもてれば学ぶ効率も意欲も上がります。目標１週間！頑張りましょう！

2025年10月
小林武彦
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